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パンチュ ー トラップにきたオサムシ類
小 鹿 亨 ・ 小 鹿 登 美

筆者 の一 人小鹿亨はバンチュ ートラップ（野ね

ずみ予察調査用トラップ）に、 クロナガオサムシ

Leptocarabus procerulus が誘引されることを報告

している。

今回新たにミ カ ワオ サ ム シOhomopterus

arrowianusが、 パンチュ ートラップに入っている

のを確認したので 報告する。

《デー タ》 愛知県豊田市東大林町

2013年8月16日

ミカワオサムシl早（写真） ．

クロナガオサムシl早

こ の報告のパンチュ ートラップは、 小鹿登美が

小型 ほ乳類の調査のために、 デ ー タに示す日付の

前日に周辺のしかけたも ののひとつで、 セットさ

れていたエサは、 生のピ ーナッツであった。 そし

て、 ピ ーナッツ が オサムシに よってかじられた結

果、 止め ていたフッ クがはずれて、 樹脂製の板バ

ネが閉じ てトラップ の中に閉じ込められたと考え

られる。 写真からも わか るように、 食べ残された

ピ ーナッツは、 半分以上を食べられていた。 この

メスは、黒化型でいわゆる「黒ミカワ」であった。

一般に動物食と考えられているオサムシ類が、

ピ ーナッツに誘引されることは興味深い。 なお、

今回のようにトラップ が閉じないまでも、 かじっ

トラップにかかったミカワオサムシ

てそのま ま逃げること ができた場合も考えられる

ことから、 実際にはさらに多くのオサムシ が ピ ー

ナッツに誘引されて、 トラップを訪れている可能

性もある。

このほかにも パンチュ ートラップには、 夏期を

中心にアリ類や森林性の大型のカマドウマ類が た

くさん入ったり、 サワガニがはいったり と、

以外の生物が少なからず入る。

目的

岡崎市でフタモンウバタマコメッキの幼虫を採集
筆者は岡崎市八ッ木町「おかざき自然体験の森」のクヌギの朽ち

木の樹皮下で ， 図示した体長40mmほどの老熟に近い幼虫を採集し

た(29-IX-2013). 愛知県内で本種の幼虫が見出されたのは ， これが

最初である． 体色は黒色で ， 黄橙色をしたウバタマコメッキとは識

別できる． （大平仁夫） □9
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豊橋市吉前町海岸 ， lex..18. VI.2013. 

豊橋市前芝町豊川邦水路左岸， 2exs.,30. X.2013. 

豊橋市前芝町lex..4.XI.2013.

6. クロルリトゲハムシ

Rhadinosa nigrocyanea伽lotschulsky.1861)［図8]

本州 ・ 四国 ・ 九州に分布し、 海外では朝鮮半島・

東シベリア ・ 中国に分布している寒地系の種で、

寄主植物はススキである。 愛知県では主に奥三河

山地に分布しているが、 知多半島や西三河南部や

三河地方南部から渥美半島かけては未知である。

いずれの場所も個体数的にはそれほど多くないよ

うであり、 平地では尾張地方の愛西市や農田市矢

作川で記録がある。 これまでに愛知県では愛西市

立田・豊田市（川田町 ・寺部町 ・記念橋 ・黒田ダ

ム）、 旭高原元気村、 豊根村（茶臼山・三沢・黒川）、

設楽町（段戸裏谷、 田ロ ・ 駒ヶ原 ・ 宇連本谷•西

川林道・菅平・キビウ）、 新城市七郷 一 色などか

ら記録されているが産地は多くない。

く追加デー タ＞

新城市裔里巴山， 1ex.,31. \iJII.2011. 

新城市商里巴山， lex..21. VTI.2013. 

あとがき

当地方に分布するトゲハムシ亜科6種の分布型

は2つに分けられる。 ひとつは、 東三河山地から

南西方向への分布を示すヒメキベリトゲハムシ、

キベリトゲハムシ、 クロトゲハムシの3 種がある。

いずれも分布の中心は奥三河山岳地域にあって標

高が低くなるにしたがって個体数や産地が減少し

てゆく寒地系の種である。 もうひとつは、 低山地

から平地に生息しているもので、 尾張北部から東

三河南部方向への分布を示すのが、 カタビロトゲ

ハムシ、 クロトゲハムシ、 ヒゴトゲハムシの3 種

である。 いわゆる里山に分布する暖地系の種であ

る。 こうした6種の中には若干の気になる点が見

受けられたので簡単に記述しておきたい。 キベリ

トゲハムシは、 フキの葉上で普通に目撃できる種

であったが、最近は少なくなったような気がする。

草刈や除草剤の影響があるのかは不明であるが、

減少傾向にあるように思われる。 もうひとつはヒ

ゴトゲハムシであるが、 現在、 中山地域の里山を

中心とした場所からよく見出されているが、 不思

議なことにビ ー ティング採巣を長年続けている

が、 本種が得られるようになったのはここ数年の

ことである。 旧来から生息していたかどうかは分

からないが、 小型種のため見逃していたのかも知

れないし、 温暖化による影響なのかも知れない。

種の動向は一 定ではないが典味深く思えた点であ

る。 これらの種を含め今後も関心を持って注目し

てゆきたい。

ここに愛知県に産する現時点でのトゲハムシ亜

科の概要をまとめてみたが、 今後に委ねる部分も

少なくない。 しかしながら、 これらの小甲虫が持

つ魅力と重ねあわせて、 郷土の昆虫相の究明がさ

らに進展することを望みたい。
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愛矧県でのサトキマダラヒカゲの蛹化場所の確認例

愛知県のサトキマダラヒカゲNeope goschkevitschii 

は、 近年、 名古屋市等の都市部およびその近郊で

は生息環境の乾燥化が進行して個体数が激減して

いるが、 それ以外の平野部～奥三河の茶臼山山頂

付近では広く分布し、 知多半島の中南部のように

多産する場所もある。 平野部では年2回発生し、

卵は主にマダケ等の葉の裏面に卵塊で産まれ、 孵

化後、 若齢幼虫しばらくは集団で生活するが、• 3 

齢幼虫以降は分散して単独で生活する。 蛹は飼育

下では枯葉等を粗く綴って、 その中で幼虫は仰向

けの姿勢で蛹化する。 しかし、 野外における蛹化

場所の観察例は非常に少なく、 愛知県での記録は

過去1例のみであった。

箪者は2013年2月9日、 愛知県岡崎市秦梨町

正道の乙川河川敷で、偶然に本種の蛹を発見した。

場所は河川敷に自生する樹裔約8m、 45゜ 位に傾

斜して自立しているカワヤナギの樹幹上で、 この

地上約lmの樹幹表面に増水で漂着したビニ ー ル

製の土嚢袋の切れ端が引っ掛っており(Fig.1)、 そ

れを強制的に剥したところ、 樹幹が比較的平坦で

窪みになった部分との間隙に、 姿勢が仰向けなっ

て転がっていた蛹を発見した(Fig.2)。 この部位は

比較的湿度が保持されているようで、 ゴミムシダ

マシ等の他の昆虫の越冬集団も多数観察された。

なお、 この河畔林の林床にはメダケが自生してお

り、 これに発生・生育した幼虫が蛹化の際、 樹幹

上を歩行し、 このような比較的高い位置に移動し

てきて、 間隙中で蛹化したものと思われた。 この

大曽根 剛

図1. サトキマダラヒカゲ蛹化場所の環境
·-

l 

図2. 発見された蛹

蛹は5月2日にl早が羽化し、 本種であることを

確認した。

最後に本報告にあたり、 いろいろとご教示いた

だいた高橋昭氏に厚くお礼申し上げる。
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く記録＞

•岡崎市小呂町1976.5.23. 1辛阿江 茂
•岡崎市池金町，1978.6.15. 1 6'. 杉坂美典
•岡崎市本宿町1979.8.12. I早， 松井直人
•岡崎市本宿町，1981.6.24, 1 6'. 松井直人
•岡崎市本宿町1982.6.16, 1 6', 松井直人
•岡崎市高隆寺町，2003.6.7, 1 6'. 柵木宗孝
•岡崎市高隆寺町2003.9.30. 2-'i'-辛柵木宗孝
•岡崎市高隆寺町．2010.6.6, 1 6'. 杉坂美典
•岡崎市八ッ木町．2011.10.9, 1 e X, 三浦重光

岡崎市では， 1970年代， 1980年代では． 小呂町，

池金町． 美合町， 本宿町， 高隆寺町などで発生し

ており ． 数頭がアザミの花に集まっているのを確

認することができた。 しかし， 2000年を過ぎたこ

ろから記録が少なくなり ． 現在では， 年間に1頭

の記録が辛うじて出る程度になった。

(15)クモガタヒョウモン

く記録＞

•岡崎市大幡町1981.6.21. 1名杉坂美典
•岡崎市山綱町．1982.8.31. 1辛杉坂美典
•岡崎市高隆寺町． 1997.5.18. 1 6'. 鈴木崇史
•岡崎市高隆寺町． 2003.6.15. 1乳杉坂美典
•岡崎市八ッ木町2011.10.18. 1 e X. 三浦重光

岡崎市に生息するヒョウモンチョウ類の中で

は 最も記録が少ないチョウである。1980年代か

ら90年代にかけては， 岡崎市内において， 数年

に1度， 記録が出る程度であった。 2006年， 額田

郡が岡崎市に合併され， 本種の発生地として本宮

山のくらがり渓谷や本宮山の西麓一 帯が加わった

ため， 東北部の丘陵地に過去の記録が点在する状

況になった。しかし， 最近は， ほとんど記録がなく，

2011年に八ッ木町で1頭が写真撮影されただけで

ある。

(16)ウラギンヒョウモン

く記録＞

•岡崎市池金町． 1979.6.10. 4 d'(!'. 杉坂美典
•岡崎市竜泉寺町． 1980.6.15. 1 d'. 杉坂美典

岡崎市では． 1970年代から1980年代． 保母町．

池金町， 須渕町． 大幡町の草原には少なくなく．

本宮山の西麓にある各所の草原では， かなりまと

まった数の個体が発生していた。 しかし． 1990年

以降 激減し始め． 2000年を過ぎてからは全く記

録がない。 市内で記録されているヒョウモンチョ

ウ類7種の中では 最も激減した種である。

(17)ミスジチョウ

く記録＞

•岡崎市石原町． 2009.6.7. 2 d'd'. 杉坂美典
•岡崎市石原町． 2011.6.4. 4 d'd'. 杉坂美典

岡崎市ではる。 2009年6月に本宮山のくらがり

渓谷で初記録が出た。 その後は． 毎年． 同地点で

発生しているが少なく． 他の場所では記録がない。

くらがり渓谷では． 人口付近から2km程上流

までに点在するカエデ類の周辺に生息し． その発

生地は極めて狭い。 市外の産地では． 年々減少傾

向にあり ． 本市でも農薬散布が行われば 姿を消

す可能性は高い。
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カスミカメムシ科Miridae

l)ナラオオホソカスミカメCyllecoris vicarious

Kerzhner,1988． 調査標本：五座小屋峠 ， 13-河-

2013.lex.

2)ホソヒョウタンカスミカメPilophorus

eraticus Linnavuori.1962.調査標本：五座小屋峠

.13-W -2013.lex.

3)ヒゲナガクロバカスミカメApo/ygus furvus

(Kerzhner,1872）． 調査標本：五座小屋峠，13-圃-

2013.lex.

4)モンキクロカスミカメDeraeocoris ater 

CT akovlev,1889）． 調査標本：五座小屋峠 ， 13-W -

2013.3exs.

5)マダラカスミカメCyphodemidea saundersi

(Reuter,1896）． 調査標本：五座小屋峠 ， 13-圃-

2013.lex.

6)フタモンウスキカスミカメLygocoris

honshuensis (Linnavuori.1961).調査標本：長者峰 ，

15-河-2012.lex.

7)オオチャイロカスミカメOrientomiris

tricolor (Scott.1880）． 調査標本：長者峰 ， 15-W -

2012.lex.五座小屋峠 ， 13-河-2013.3exs.

マキバサシガメ科Nabidae

1)ハラビロマキバサシガメHimacerus apterus

(Fabricius.1798）． 調査標本：五座小屋峠 ， 13-W -

2013.lex.

ヒラタカメムシ科Aradidae

1)ノコギリヒラタカメムシAradus orientalis

Bergroth.1885.調査標本：靭」3-河-2013.3exs.

ナガカメムシ科Lygaeidae

l)ムラサキナガカメムシPy/orgus colon

(Thun berg.1784）． 調査標本：長者峰，15-洲-

2012.lex.

2)スコットヒョウタンナガカメムシPamerana

scotti (Distant,1901）． 調査標本：長者峰 ， 15-W-

2012.lex.

本種は南信州では、 比較的多く見いだされてい

るが、 愛知県では少ない。

カメムシ科Pentatomidae

l)トゲカメムシCarbula humerigera 

(Uhler,1860）． 調査標本：長者峰 ， 15-W -2012.lex.: 

五座小屋峠 ． 13- W -2013.lex. 

2)エゾアオカメムシPalomena angulosa

(Motschulsky,1861)調査標本：長者峰 ． 15-W -

2012.lex．；五座小屋峠， 13-団-2013.lex.

3)アオクチブトカメムシDinorhynchus

dybowskyi J akovlev,1876.調査標本：長者峰 ， 15-

W -2012.lex. 

本種は南信州では各地で見いだされていて、 夏

以降に成虫が見られる。

ツノカメムシ科Acanthomatidae

1)セグロヒメツノカメムシElasmucha

signoreti Scott,1874.調査標本：五座小屋峠 ， 13-

洲-2013.lex.

図2. エゾハルゼミ？長者峰15- VII -2012 

まとめ

以上、 カメムシ類 27種を記録する。 今回の調

査では、 多くの種を記録することができなかった

が、 初めてエゾハルゼミの個体の生態写真を撮る

ことができたり、 土場で多くのカミキリムシ類や

ゾウムシ類を久しぶりに観察することができたり

した。 時間と回数を厘ねられれば愛知県豊根村と

同程度の種の生息が考えられる。平谷村や阿智村、

天龍村など南信ナl·Iには、 道路事情も良くなり日帰

りで行くことができるので、 これからも更に調査

が進むことになろうと思われる。 南信州にはシラ

カバ林がないと言われるが、 天龍村には牧場の近

くに存在していてこれぞ信州という気分を味わう

ことができる。
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ということである。 隣接する矢作川水系の河川は

砂・砂利の河床が多く、 両河川の環境の相違がヒ

メドロムシの種間構成にも影響しているように思

われる。 このことについては現時点では感覚的な

ものにすぎず、 今後さらに両河川のデ ー タが蓄積

されていけばヒメドロムシの生態等についても多

少解明できるのではないかと考える。

設楽ダムの建設の賛否について2013年5月に

愛知県知事は厳しい財政状況を理由に賛否の保留

を示してきた。 丁度、 筆者が本報告を執筆中の

2013年12月18日、 県知事は建設の容認を表明し

た（『中日新聞J 2013年12月19日朝刊）。

冒頭にも述べたが、 設楽ダム貯水予定区域はダ

ムの完成によって水没する。 したがって、 この区

域の水生昆虫の生息状況を記録することは急務と

いえる。 また、 貯水予定区域以外にもダム完成後

の下流域の環境の改変が生物相に与える影響につ

いてぱ注視していく必要がある。

引用文献

長谷川道明（1996)ヒメドロムシ科 ． ELMIDAE. 設楽町
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島根

国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所(2003-)

設楽ダム(2013年12月23 H参照）httpゾ／www.cbr.

mlit.go.jp/shitara/Olmenu/04gijyut/nagare.html 

「中H新聞」2013年12月19日朝刊 ． 1面．

吉富博之・白金晶子・疋田直之(1999)矢作川水系の

ヒメドロムシ． 矢作川研究 3 : 95-116. 

愛知県内のチャパネセセリの4月の確認例

愛知県のチャバネセセリPelopidas mathiasの

周年経過は、 内陸蔀では7月に入ると飛来個体が

数少ないながら観察され、 以後 、 8~11月頃まで

発生が普通に見られるようなるが、 越冬幼虫は大

部分が死滅し、 越冬したと思われる第1世代の発

生が翌年の5月下旬～6月中旬に少数見られる年

があるかないかの程度であり 、 野外における越冬

態の確実な観察例はない（高橋昭ほか、 1992)。

2013年4月27日、 愛知県聞崎市中之郷町西新

田の矢作川河川敷で、 本種1 J'を採集した。 箪者

はこの個体がスズメノエンドウで吸蜜したり、 ス

スキの枯葉上や地面で日光浴するのを観察した

が、 いずれも短時間で極めて敏速に活動しており、

数回にわたり見失って、 発見当時はしばらくは種

の特定ができなかった。

写真のように新鮮な個体であり、 大きさは通常

より小型であった。 また、 後翅裏面の白色紋が消

失傾向にある、 いわゆる台湾や南西諸島で12~2

月の低温期に見られる冬型の斑紋の特徴を有して

大曽根 剛

4月に確認されたチャバネセセリ； （岡崎市産）
左：右翅表面 右：同裏面

おり、 4月という早春の羽化であることも考慮す

ると、 現地付近で幼虫が無事越冬し、 春先に蛹と

なり発生した個体と思われた。

文 献

高橋昭ほか(1992)愛知県のチョウ ． 愛知県の昆虫（下）．

p30-31． 愛知県
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図1. ミヤマフトヒラタコメッキ 図2. オオアカコメッキ
（体長18mm) 体長16mm)

表に分布している体長4mmほどの黒色で ． 上翅

に2対の黄橙色斑を有する種で ． ときに小集団で

生息している． 鳳来地域では七郷一 色から記録し

ている．

11. Oedostethus teJluris (Lewis, 1879)

クロツヤミズギワコメッキ

標本：入洞 ， 3 6'4早 ， 13-VI.

体長3mm内外黒色で光沢を有し， 上翅も黒

色である． 河川周辺の雑木林に分布し， 小集団で

見出されることが多い． 新城市では作手地域から

知られているのみである．

引用文献

大平仁夫・浅岡孝知（1976)愛知県のコメッキムシ（北設山

岳地帯を中心にして）． 茶臼山高原道路建設予定地域の

自然環境庁調査報告書：125-229.

大平仁夫(1991)鳳来町のコメッキムシ ． 三河の昆虫(38)·

317-3119.

―ー(1993)鳳来寺山のコメッキムシ類 ． 鳳米寺山自然科

学博物館30周年記念誌：411-428.

ーー一(2012)新城市のコメッキムシの分布資料(2011)

鳳来寺山自然科学博物館館報 ． （41): 49-53 

大平仁夫 ・ 山崎隆弘（2011)愛知県新城市におけるシロオ

ピチピサビキコリの分布資料 ． （41): 49-53. 

ナガイッツナガクチキの採集例
蟹 江 昇

ナガイッツナガクチキRusia nagaii (N akane)

は本州、 四国、 九州から採集されているが局地的

な分布をするナガクチキで、 愛知県では豊田市八

幡町元気村が唯一の産地として知られていた。 筆

者は豊田市稲武町月ヶ平地区においてライトトラ

ップに飛来した本種を得ることができたので報告

する。

採集地の環境はコナラ、 ミズナラなどを主体と

した2次林で、 近くにはアカマツの立ち枯れがい

くらか認められた。 元気村においても同様にアカ 採集デ ー タ

マツの枯れ木が多数あり本種の生態と関連が疑わ 3exs,31 • VII - 2013 蟹江昇採集

れるが、 何度かの調査においても直接アカマツか

ら本種を見出すまでには至っていない。

ー
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岡崎市でアカマダラハナムグリを採集

アカマダラハナムグリ

Anth r ac oph ora

(Poecilo philides) rusticola 

Burmeisterは、 三重県

と愛知県で準絶滅危惧と

され、 近年では、 減少が

著しい甲虫の 一 つで あ

る。三河地方では豊根村、

農川市（旧音羽町）、 蒲郡市、 豊橋市からの報告

があるが、 いずれも1980 年前後のものである。

岡崎市美合町で同町在住の森田千博氏により採

集されたので、 報告する。 同氏によると、 乙川沿

いの雑木林にあるクヌギの樹液にいたところを採

集したとのこと。 なお、 同個体は現在、 同氏宅で

飼育観察中である。

鈴 木 栄
―

この報告にあたり、 採染記録の提供や写真撮影

を快諾していただいた森田千博氏並びにさまざま

な助言をいただいたた大平仁夫氏にお礼申し上げ

る。

採集記録

岡崎市美合町：31- V]]-2013 lex.（図示した固体）

森田千博採集

引用文献

愛知県（2009)レッドデー タプックあいち

松野更ー他(1990)愛知県の昆虫（上） ：愛知県の

コガネムシ類：359-360

三董県(2005)：：：：：垂県レッドデー タプック

酒井香他(2007)日本産コガネムシ上科図説

第2巻 食葉群I

「旧豊田市で記録が少ない種類についての報告（その5)」の訂正

吉 鶴 靖 則

吉鶴(2013 )において誤同定が見つかったので、 ここに訂正し、 お詫び申し上げる。

記録の削除 ムネモンヤツボシカミキリ（図4) Sap erda tetrastigma Bates 

古瀬間町窟谷，30-V-2012,lex.（捕獲：大脇雅久：撮影）図4. ムネモンヤツボシカミキリ

図4はヤツメカミキリEutetraphaocelota (Bates) であり、 箪者が写真を取り違えたものであった。

デー タはムネモンヤツボシカミキリのものであったが、 証拠が農田市自然観察の森に残されていな

いことが判明したので、 記録を削除することとした。

デー タを提供していただいたにも関わらず、 大脇雅久氏はじめ、 ご迷惑をおかけした方々に改め

てお詫び申し上げる。 また、 ご指摘をいただいた豊島健太郎氏、 蟹江昇氏に御礼申しあげる。

文献 吉鶴靖則(2013)旧農田市で記録が少ない種類についての報告（その5). 三河の昆虫(60): 794-796 

◇平成24 (2012)年度の総会◇
平成24(2012)の総会は， 平成25(2014)年3月に22日に岡

崎市の竜美丘会館で開かれ， 名古屋大学大学院の大場博士
をはじめ， 往年の研究会を支えていただいている虫屋中間
も多く集まっていただき楽しい総会でした．

出席者：前列右より浅岡孝知 ， 山崎隆弘． 鈴木友之． 大平仁夫．

大場裕一

． 間野隆弘 ． 松井直人
後列右より小鹿 亨 ． ：：：島健太郎． 伊藤昭博． 蟹江 昇 ． 白石和伸． 判家卓司 ． 山本英治 ． 吉餞靖則． 杉坂美典 ．

喜多亮介． 鈴木栄二 ． 市川靖浩． 城殿 浩． 喜多亮介． 杉浦 呂早川 忍 ， 金田吉高 ．
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新城市北西部におけるクロゲンゴロウの記録
市 川 靖 浩

クロゲンゴロウCybister brevis Aube, 1838（図

l)は、 体長20~25 mmの大型のゲンゴロウで背

面は緑色あるいは褐色をおびた黒色で光沢があり

（森・北山 ， 2003)、 特徴的な形質から同定は容易

である。

本種は全国20都府県のレッドデ ー タプックに

掲載されており（野生生物調査協会•Envision環

境保全事務所 ， 2007-)、 愛知県では絶滅危惧II

類(VU)に選定されている（愛知県 ， 2009)。

最近公表された岡崎市版レッドリスト（岡崎市，

2013)においても 絶滅危惧II類(VU)に選定さ

れており、 三河地方でも本種の生息状況が危ぶま

れていると考えられる。

過去における本種の分布状況は、 穂積• 佐藤

(1957)によると東海地方の各地に見られるとし

ており、 半世紀以上前には普通種であったことが

伺える。 しかし近年の既知記録は、 西三河地方山

間部で数箇所があるほか、 東三河地方では設楽町

と新城市南部で各1箇所の記録があるのみである

（大平・ 永井 ， 1996;大平ほ か ， 1996:城殿 ，

1999;都築2000;蟹江， 2005)。

筆者は、 新城市北西部において県下では希少で

ある本種を採集しているので、 分布の記録として

報告する。 採集地名については、 本種保護上の観

点から公表しないものとした。

引用文献

愛知県(2009)レッドデ ー タプックあいち2009動物編．

65lpp. 愛知県環境部自然環境課．

穂積俊文•佐藤正孝(1957)東海甲虫誌（第3報） ． 佳香蝶 ．

9 (31) : 1-10. 

城殿 浩(1999)三河における水生昆虫について ． コ河

‘
‘

 

図1. クロゲンゴロウ（生体）

の昆虫， （46) : 464. 

森 正人・北山 昭（2002)「改訂版 図説日本のゲンゴ

ロウ」23lpp. 文ー総合出版 ． 東京．

尚崎市(2013)岡崎市版レッドリスト ． （2013年12月15

日参照）

http:/ /www.city.okazaki.aichi.jp/ class/ p012519.h tml 

大平仁夫・永井 貞（1996)ゲンゴロウとクロゲンゴロ

ウ豊田市に分布 ． 三河の昆虫． （43) : 423424.

大平仁夫・繁江 昇•河路掛吾•長谷川道明・松野更ー ・

山崎隆弘（1996)甲虫類 ． 設楽町誌自然編賓料：449-

551. 設楽町

都築裕一(2000)豊田市山間部におけるクロゲンゴロウ

の季節推移 ． 三河の昆虫． （47): 492-494. 

螢江(2005)コウチュウ目Coleoptera. 豊田市自然環境

くデー タ＞ 基礎調査報告書（資料編）：161-236. 農田市自然環境基

クロゲンゴロウCybister brevis Aube, 1838 礎調査会 豊田市

1 d'. 愛知県新城市北西部 ， 13- X -2013, 市川靖 野生生物調脊協会．Envision環境保全事務所(2007 -) 

浩採集・保管 ． 日本のレッドデー タ検索システム ．

(2013年12月15日参照）

http:/ /www.jpnrdb.com/search.php?mode=map&q= 

07180111775. 
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リーズ・昆虫と私(1

小学校の頃から「トンボちゃん」と言われてい

た僕が、 本格的にチョウ採集をするようになった

のは、 高校入学式前、 友人に誘われて生物部に入

部してからでした。 そして大学の卒論でガ類を纏

めたことがきっかけとなり、 ガ類にのめり込み今

に続いています。 年齢と共に、 その行動範囲も県、

国、 周辺諸国へと広がり、 10余年前に高校教員か

ら現在の職場に変わってからは、 望むか否かにか

かわらず、 分野も種生態や分類のほか自然環境や

種の保全など関連分野に広がりました。 これまで

の間、 愛知県や三重県の各種ガ類関連調査を通じ

て地域のファウナに精通できたことは大変な幸運

でしたし、 多くの指導者や先輩諸氏に恵まれ、 導

いて頂いたことがあって

こそ今の自分があると痛

感しています。 その感謝

と共に恩返しの意味も含

めて、 最近は次世代育成

にも 力を入れています。

近年の自然環境の劣化は

加速度的で、 目を見張る

間 野 隆 裕

ものがありますが、 その自然環境保全に少しでも

役立ちたいと思っていますし、 やっぱり大好きな

虫取りを継続しつつ、 虫取りが出来る環境作りに

も力を注ぎたいと思っています。

新シリ
ー

ーズ・昆虫と私(18)
夕ぷ

今日まで昆虫との付き合い方に濃淡はあったも

のの、 小学校高学年のときに父に連れられて岐阜

の金華山で昆虫採集をした昆虫少年時代からおよ

そ 70年、「虫」との付き合いが途切れることなく

続いています。

本腰を入れて昆虫採集をするようになったの

は、 高校生のときに生物クラブに人ってからです。

昆虫熱が高じて、 高校2年のときに仲間 4人で一

宮昆虫同好会（現、 名古屋昆虫同好会）を創立し、

「佳香蝶Jという雑誌まで作りました。 この会誌

の創刊号(1949年発行）の会員名簿の欄には、 本

会会長大平仁夫氏の名前が載っています。 岐阜の

名和昆虫博物館に勤務されていた頃のことです。

大学生時代は、 学会誌のH本語の論文などを拾

い読みしていました。 トンボの採巣に重きをおく

ようになったのはこの頃からです。 4年の時、 同

じ学年だった権田武氏と二人で、 数日、 三河の山

里で昆虫採巣をしました。 彼の親戚の家に泊めて

もらった際に聞いたコノハズクの声は、 何故か、

採集した2匹のサナエトンボとともに強く印象に

残っています。

社会人となって、 地元の中学校で20年、 愛工

大名電高校で23年、 理科

担当の教員生活を送りま

し た。 高 校 勤 務時 代 は、

愛知県自然環境保全審議

会専門調査員の仕事をし

ていた関係もあって、 ト

ンボ以外の昆虫もいろい

安 藤 尚

ろ採集しました。 この経験は、 自然環境の仕組み

をより深く考える切っ掛けを与えてくれました。

以前は北海道などへも出かけたことがありまし

たが、 20年ほど前から愛知県と岐阜県での採集が

多くなりました。 やがて、 自分で採集したものや

昆虫愛好家から恵与されて所蔵してきたトンボ標

本を種ごとに整理し、「愛知と岐阜のトンボ・分

布資料（＊）」という表題で報文を作り、 同好会

会誌「佳香蝶」に投稿するようになりました。 資

料(17)まで発表済です。 記録したトンボはおよそ

14,000匹になりました。

昆虫採集とその記録の発表は、「体・気·智力」

が保たれている間（何時まで続くか？）は続けた

いと考えています。
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竜頭山採集記

2013年の採集会は4回行われたが、 私はすべて

に参加してみた。4月21日に岡崎市の高隆寺町「太

陽の丘自然歩道」では浅岡氏・杉浦氏 ・ 山崎氏と、

5月6日に豊橋市の「岩屋山と小島町海岸」では

浅岡氏・山崎氏と、6月2日に長野県下伊那郡の「治

部坂から平谷高原」では大平氏・杉浦氏・浅尚氏・

山崎氏と、 そして、 7月21日に遠州天竜区の「竜

頭山」では山崎氏と参加した。

その中で最も印象深かったのが「竜頭山」であ

った。 参加者は2人だったので豊橋市嵩山町 で合

流した後、 三ケ日経由で現地へと向った。 天竜川

川沿いの152号線を走り福沢から林道を駆け上が

った。 途中、 珍しいヤマゴボウの群落があり写真

に収め、 1,000m付近では眼の前にニホンカモシカ

の親子も現れた。 しばらくして、 天竜ス ー パ ー林

道に出た。 目的地の「天竜の森」はほどなく到着

した。時計を見ると10時30分を指していた。 竜

頭山は標高1,351mである。 広い駐車場から整備

され た登山道がある。 山頂までの標高差は約

200mである。 私は山頂を目指した。 クモキリソ

ウがあった。 また、 頂上付近のバイケイソウの群

落は見事であった。 しかし、 暴天のためかチョウ

の姿はツマグロヒョウモンだけであった。 下山の

途中蝶屋 さんの2組に出会った。 そこで 「何か採

集できましたか」と尋ねてみたところ無返事だっ

濃霧に煙る天竜の森中央駐車上での筆者

伊 藤 昭 博

見晴らしのよい登山口にある大駐車場と案内板

た。 ここは好採集地なのかさらに駐車場に も3組

のネットを持った虫屋とも出会った。

この日私のカメラには各種の植物と昆虫のカバ

イロコメッキや、 ョッスジハナカミキリの虫たち

と自生のヒメシャラなどが収まった。 同行の山崎

氏は甲虫を狙ってビ ー ティングに熱中していた。

ハムシ類やカミキリ類、 コメッキ類やカメムシ類

が沢山採れたと喜んでいた。 帰路はガスに煙るス

ー パ ー林道を、 秋葉神社方面へと快適な自然を堪

能しなが ら帰途についた。

霧の這う竜頭山の中腹には各種の昆虫類が多くいた




